メインテナンス期の歯周病患者における歯周病の予後と咬合力に関するコホート研究 by Takeuchi, Noriko
論 文 要 旨 等 報 告 書
氏 名 竹 内 倫 子
授 与 した 学 位 博 士
専攻分野の名称 歯 学
学位授与の番号 博 甲 第 4099号
学位授与の 日付 平 成 2 2 年 3 月 2 5 日
学位授与の要件 医歯薬学総合研究科社会環境生命科学専攻(学位規則第4条第1項該当)
学 位 論 文 題 名 Relationshipbetweenprognosisofperiodontitisandocclusalforceduringthe
maintenancephase-acohortstudy-(メインテナンス期の歯周病患者におけ
る歯周病の予後と唆合力に関するコホート研究)
論 文 審 査 委 員 教授 森田 学 教授 皆木 省吾 准教授 前田 博負

































































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
メインテナンス期の患者を対象にした研究では,歯周病進行のリスク要因として喫煙,ストレス
などが報告されている｡申請者らは,横断研究により,歯周治療のメインテナンス期では歯周病
の重篤度と嘆合力との間には有意な負の関連があることを既に報告した｡そこで,喫合力はメイ
ンテナンス期における歯周病進行の予測因子になるのではないかという仮説を立て,歯周病のメ
インテナンス期において歯周病の進行と嘆合力との関係を縦断的に検討している｡
研究の概略は以下の通りである｡
歯周病治療のメインテナンス期患者を対象とし,プロービングポケットデブス (PPD),
クリニカルアタッチメントレベル (GAL),プロービング時の出血 (BOP),歯の動揺度,
補綴状況を診査している0校合力は感圧シートを用いたC3年間の観察期間中に3mm以
上CALが増加した歯を2本以上有する者,または歯周病が原因で抜歯された歯を1本以
上有する者を歯周病進行群とし,その他を歯周病安定群とした｡喫合力については男性で
は 500(N)より大きい場合,女性では 370(N)より大きい場合を高嘆合力群とし,そ
れ以下を低嘆合力群とした｡観察開始時において,歯周病進行群の低嘆合力者割合は
54.2%で,歯周病安定群の低喫合力者割合 (29.7%)よりも有意に高かった｡観察開始時
期に最大PPDが6mm以上の歯を1本以上有する者の割合および最大CALが7mm以上
の歯を1本以上有する者の割合は,歯周病進行群の方が歯周病安定群よりも有意に高かっ
た｡ロジスティック回帰分析の結果,調査開始時の最大 CALが7mm以上の歯を 1本以
上有する (OR:2.397;95%CI:1.306･4.399)(p=0.005),ことと,低唆合力である (OR:
2.352;95%CI:1.273-4.346)(♪=0.006)ということが歯周病進行に有意に関連していた｡
これらの研究結果は,歯周病治療のメインテナンス期において歯周病進行の予後を推測する
上での重要な知見である｡したがって,本論文は博士(歯学)の学位を授与する価値があるもの
と認めた｡
